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四万十川の清流に沿って走る国道381号線が、十和村十川、十川中学校の前を新しく橋

梁によって、改良されるという工事計画が昭和60年に高知県から示されたことに伴い、十

和村教育委員会では、工事区域内にある十川駄場崎遺跡の発据調査を61・62年度の2ヶ

年にわたり実施しました。61年度に確認のための試掘調査を行ない、その結果を受けて、

62年度に本調査を行ないましたが、これらの調査において、縄文時代早～前期に属すると

考えられる集石炉1基を検出するとともに、3万点にわたる土器片や石器が出土し、四万十

川と密接なつながりを結びつつ、生活していたであろう先人達の営みと、四万十川流域にお

ける縄文時代を探るうえの貴重な資料を得るなど大きな成果を収めることができました。

本書は2ヶ年問の発掘調査をまとめたものです。たくさんの方々にお読みいただき、活用

され、文化財保護の一助となれば幸いです。

最後にこの調査にあたり、現場の調査指導や収集から本書発行まですべてに亘り御尽力下

さいました高知県教育委員会文化振興課、高知県土木部、窪川土木事務所、十和村文化財保

護審議会、高知県教育委員会文化振興課山本哲也氏、ど協力ど理解をいただいた地権者の

皆様、そして地元関係者の方々に厚くお礼申し上げ、刊行のごあいさつといたします。

昭和　63　年　3　月　31日

十和村教育委員会

教育長　藤　原　虎　雄



例 口

1．本書は、国道381号線十川新橋橋梁架換工事に伴う十川駄場崎遺跡発掘調査の概要報

告書である。

2．調査は、十和村教育委員会が主体となり、高知県教育委員会の協力を得て実施した。な

お、発掘調査は、昭和61年度に試掘調査を、昭和62年度に本発掘調査を行い、調査後

に遺物等の整理作業を実施した。

発掘調査は、高知県教育委員会文化振興課主幹山本哲也が担当し、調査事務は十和村教

育委員会社会教育主事高瀬満仲が担当した。

3．本書で使用した図面のうち、図1上段は国土地理院発行5万分の1地形実測図「田野々」

（N1－53－35－1）を、下段は同院発行2万5千分の1地形図「田野々」及び「江川崎」

（N1－53－35－1－2・4）を複製使用したものである。また、図2上段は5千分の1

十和村森林基本図（其7）を、下段は十川新橋橋梁架換工事計画平面図（1千分の1）を

それぞれ複製使用したものである。なお、報告書で使用した図面類は、方位は磁北で、高

度は海抜高度で、単位はメートルによるものである。

4・土層断面図は、縮尺嘉による実測図を‡又は吉に縮尺して使用した。また、遺物実測図

は兢・兢・％縮尺を使用した。

5．本書の編集は十和村教育委員会が行い、執筆は山本哲也が担当した。

6．調査にあたっては、高知県窪川土木事務所並びに高知県教育委員会の協力をいただき、

また、地元十川・川口地区の皆様方から多大な御協力、御援助をいただいた。ここに厚く

お礼申しあげたい。

なお、出土遺物等については木村剛朗・日本考古学協会員から種々御教示いただいた。

また石器実測、整図については高知県教育委員会文化振興課主幹森田尚宏の協力を得た。

末筆であるが、記して謝意を表したい。
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I　調査に至る経緯と経過

国道381号線は、高知県須崎市を起点に、愛媛県宇和島市を終点とする県管理の一般国道

であり、十和村から宇和島市、窪川町、中村市へと通じる主要道路である。高知県では、交

通量の増大等に伴う道路状況の悪化のため、道路交通網の整備促進の一環として国道381号

線の改良工事を進めており、十和村内においても昭和59年度から計画的に工事が着手され、

交通基盤の整備改良が図られているところである。

十和村十川の国道381号緻十川橋は、昭和10年に長沢川上に架設された国道橋で、幅員も狭く、現

在の交通内容の実態に則しないものとなっていた。また、十川橋に隣接して十川小、中学校が所在

しており、往来の著しい国道架設橋が児童の通学路となるなど、安全な通学路の確保等と共に交

通量の緩和について、十川橋を含めた国道381号線の改良が地元で強く望まれていた。この

ため、高知県では道路改善の方策を検討した結果、現国道の南側に新たにバイパス方式で新

橋を架換し（延長350m、幅10m）、昭和62年度から改良工事に着手する運びとなった。

十和村教育委員会では、当該工事計画地が周知の埋蔵文化財包蔵地（十川駄場崎遺跡）を

含むことから、高知県教育委員会並びに高知県土木部道路課・高知県窪川土木事務所と協議
J

を実施した結果、昭和61年度に試掘調査を実施したうえ、昭和62年度に本発掘調査を行

い、工事によって影響を受ける部分についての記録保存の措置を図ることになった。

十川駄場崎遺跡は、昭和57年の村史編纂に係る発掘調査により、長沢川と四万十川本流

が合流する地点にあたる十和村十川字久保田の舌状の河岸段丘上から、県下で初めて縄文時

代早期末～前期の集石炉が検出されたのに加え、縄文早期、前期、後期の土器及び石器が出

土し、高知県下でも数少ない縄文時代早～前期のオープンサイトして注目されている遺跡で

ある。また、集石炉が検出された河岸段丘上の対岸にあたる長沢川右岸（四万十川右岸）の

段丘上からも縄文土器細片、石器剥片が散布することから、広範囲にわたって遺跡が形成さ

れていることが知られていた。

試掘調査は、工事計画地のなかで主として橋梁架換部分を対象に、トレンチ方式で計10

ヶ所の発掘区を設け、昭和61年7月21日から8月28日の問に実施した。その結果、長沢川右

岸の段丘上から3ヶ所の発掘区で縄文早期～前期、後期の遺物包含層が、また、長沢川左岸‘

の段丘上に設けた発掘区のなかで1ヶ所から縄文早期、前期の遺物包含層が検出されたため、

昭和62年度に本発掘調査を実施することになり遺物包含層が検出された4ヶ所の発掘区を

拡張して、昭和62年5月18日から6月13日の間に本発掘調査を実施した。調査対象面

積は約4，400扉で、このうち約3001諸について発掘調査を行った。
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1広瀬遺跡（縄文前期～後期）
2上広瀬遺跡

3今成遺跡
4川口ホリキ遺跡（鵠豊崎遺跡）

5十川駄場崎遺跡（縄文早期～後期）　9琴平ノ下遺跡　13曽利遺跡

6川口新階遺跡　　　　　　　　　10河内遺跡　　14奈呂遺跡（縄文早・後期）
7小野遺跡　　　　　　　　　　　11くぐつけ遺跡　15轟遺跡

8曽我ノ森遺跡　　　　　　　　　12松原遺跡　　16三島遺跡

図1　遺跡の位置と周辺縄文遺跡
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Ⅱ　遺跡の位置と環境

幡多郡北部の西土佐村、十和村、大正町は、高知県の西部内陸部に位置し、県下最大の河

川である四万十川が中央部を貫流する山岳地帯で、現在、北幡と総称されている区域である。

四万十川の河川端には、四国第二位の規模をもつ河流によって形成された河岸段丘が発達し、

各所で舌状の平担面をもつ段丘部がみられる。また、河川の屈曲部には堆積作用によって生

じた広範囲な河川敷を有している。これらの河岸段丘及び河川敷には、縄文時代の遺物散布

地が点在し、北幡では昭和63年度段階で41ヶ所の遺跡所在地が知られており、十和村内でも

19ヶ所の縄文遺跡がみられる。村内の縄文遺跡のなかで、広瀬・十川駄場崎・奈呂の3遺跡

については、これまでの発掘調査等により遺跡の様相の一端が明らかにされている。また、

奈呂・小野・十川駄場崎・古城・広瀬の各遺跡については、表面採集資料及び発掘調査成果

に基づく詳細な研究が行われている。

広瀬遺跡は、四万十川右岸の河岸段丘上に立地する遺物散布地で、十和村広瀬に所在して

いる。蛇紋岩製の映状耳飾が採集されたことで知られ、昭和38・46年の調査では、縄文後期

後半の土器を主体とする土器類及び多数の石錘等が出土している。特に土器類は、片柏式を

祖型とする一群の土器で、器形及び施文等の特徴から広瀬上層式土器と呼称されているもの

であり、高知県西部の縄文後期後半の標式土器となっている。

十川駄場崎遺跡は、有舌尖頭器、縄文前～後期の土器片、石鉄及び石器剥片等が表面採集

され遺跡の所在が明らかとなったが、昭和57年の調査によって内容が明瞭になった遺跡であ

る。調査では、植物繊維混入の土器類（駄場崎式）の出土に加えて、縄文早期末～前期初頭

の集石炉が検出され、不動ケ岩屋Ⅱ式（早期中葉）、轟B式土器等が出土した。また、多量

の石器剥片（チャートを主体。硬質頁岩、サヌカイト、姫烏産黒曜石片を含む。）が出土し

ている。特に駄場崎式と呼称される土器類は、植物繊維を混入した縄文早期末葉に位置付け

られるもので、県下では初例である。なお、集石炉の検出によって縄文遺構の遺存が確認さ

れ、出土遺物等の内容から縄文草創期～早期中葉の遺構、遺物包含層や旧石器時代の遺物包

含層が検出されることが期待されるなど注目される遺跡である。

十和村は、四万十川流域のなかでも縄文遺跡の集中する地域である。各遺跡の消長から、

四万十川とその周辺域を生活基盤とした地域的な縄文集団の動向を探ることができることか

らも、県下的に重要な縄文遺跡所在地である。

（1）岡本健児「高知県広瀬縄文遺跡の調査」『高知県文化財調査報告書。第13集　1963　高知

県教育委員会

岡本健児、広田典夫『高知県広瀬遺跡発掘調査報告書。1973　十和村教育委員会

（2）木村剛朗『四万十川流域の縄文文化研究』1987　幡多埋文研

（3）木村剛朗「北幡の考古遺跡」『十和村史』1983　十和村
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図2　調査地位置図
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Ⅲ　調査の内容

1．調査方法

国道381号線十川新橋橋梁架換工事予定地のなかで、主として掘削工事の行われる橋梁

架換部を対象にトレンチ方式で発掘区を設定した。発掘前の土地の現状は、水田及び畑地で

ある。調査対象地は、四万十川右岸の河岸段丘上で、四万十川と十川橋周辺で合流する長沢

川によって二分される。トレンチは、長沢川右岸側の段丘上に6ヶ所、左岸側の段丘斜面部

に4ヶ所設定した。調査地の地番は、十和村十川字久保田238の15、39、43、51

53（長沢川左岸側）及び十和村川口字ホリキ406－3、407－1、409－2、41

0－3、429－4、430－2、431－4（長沢川右岸側）である。トレンチは、調査

対象地の西側から順に番号を付し、TRl～10の名称を冠した。また、調査用の基準杭は

工事用測量杭を基にして海抜高度等を求めた。なお、調査地周辺では工事予定区域外の水田

及び畑地等と隣接しており、石垣及び水路等が所在する場合は耕作等への影響が考慮された

ため、なるべく現状地形のなかでの発掘にとどめた。このため、発掘区の設定に関しては地

形的な制約をうけた。昭和61年度の試掘調査によって、遺物包含層等の所在が確認された

TR3～5・8については、昭和62年度の本発掘調査により調査区を拡幅し、可能な範囲

で調査を実施した。調査は、重機を使用して耕作土・排土等を除去したうえ、人力で遺構及

び遺物包含層の確認作業を行い、調査後発掘区は埋め戻した。

2．調査区の概要

各発掘区の調査概要は次のとおりである。

TRl

調査対象地の西端に設けた幅1．301几長さ4．00mのトレンチである。基本層序は、表土

下4層に区分され、第1層表土で灰茶色粘質土、第2層灰色粘質土、第3層淡緑灰色粘質土、

第4層暗灰色粘質土である。このうち、第2・3層は旧耕作土である。遺構及び遺物包含層

は検出されなかった。

TR2

TRlの東側に設定した幅1．301几長さ2．70mのトレンチである。基本層序は、表土下

7層に区分され、第1層は表土で灰色粘質土、第2層は盛土層で褐色粘礫土、第3層灰色粘

土、第4層暗灰色粘土、第5層暗褐色粘土、第6層緑茶色粘土、第7層青灰色粘土である。

なお、トレンチの南端では第2層下に灰茶色粘土が堆積していた。TR2では遺構及び遺物

包含層は検出されなかった。堆積土はTRlと同様に粘質土及び粘土で、旧地形は低地であ

るとみられる。

TR3

TR2の南側に設けた幅2．00m長さ4．00mのトレンチで、南端を西側へ幅1．40m長
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図3　トレンチ配置図
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さ1．001札の範囲で拡幅した。基本層序は、表土下7層に区分され、第1層は耕作土で灰色

粘質土、第2層は盛土層で褐色粘礫土、第3層は旧耕作土で灰色粘土、第4層黄茶色粘砂土
′

第5層茶灰色粘質土、第5層は第5層と色調等の違いがみられるもので灰茶色粘砂土、第6層

明黄粘砂土で音地土（火山灰流失堆積土）、第7層は茶灰色粘土である。堆積土のうち、第

3層～5層・第7層から縄文土器片及び石器（石鉄・削器）、石器剥片が出土し、縄文時代

の遺物包含層が検出された。また、第5層中から轟B式土器及び石錬、石器剥片が、第7層

中から縄文早期に属すると考えられる無文土器及び石族、石器剥片が出土した。なお、第6

層からは遺物の出土はみられなかった。第1層上面から、第7層下までは約2．8mを測る。

遺構は検出されなかった。

縄文時代の遺物包含層が確認されたことから、本発掘調査では試掘区の西側を幅5m長さ6

mの範囲で拡張して発掘区を設け、南東部を一部拡幅した。基本層序は、試掘区と同様である
′

が、第6層の堆積は希薄であった。第5、5、7層中から縄文土器・石器・石器剥片が出土

した。

TR4

TR3の南側に設けた幅1．701几長さ2．40mのトレンチである。基本層序は6層に区分

される。第1層は耕作土で灰色粘質土、第2層黄色粘質土、第3層灰茶色粘質土、第4層茶

褐色粘質土、第5層褐色粘質土、第6層茶灰色粘質土である。第4～6層から、縄文土器片

及び石器・石器剥片が出土し、遺物包含層が検出された。なお、第6層下部からは遺物の出

土はなかった。本発掘調査では、試掘区の北東部に発掘区を設け、第6層下半まで調査を行

い、第4～6層中から遺物の出土をみた。

TR5

TR3及び4の東側に設定したトレンチで、試掘調査では便宜上2ヶ所に区分した。北側

の試掘区は幅2．60m、長さ2．70m、南側は幅1．90m長さ3．401花を測る。本発掘調査

では、北側の発掘区を東西に拡張し、全体として幅2m長さ15mの発掘区を設け、東端の

一部を南側へ拡幅した。
′

堆積土は、表土下8層に区分され、第1層は表土で灰褐色粘質土、第1層は耕作土で灰色

粘土、第2層暗褐色粘質土、第3層灰茶色粘質土、第4層黄色茶色粘質土、第5層茶灰色粘

質土、第6層黄茶灰色粘質土、第7層褐色粘質土、第8層黄茶色粘質土である。このうち、

第3層～第8層上部にかけて縄文土器・石器・石器剥片が出土し、縄文時代遺物包含層が検

出された。また、遺物包含層は南東方向に傾斜して堆積していることが確認された。

遺物の出土層位としては、第5層～6層上部から縄文後期後半に属する土器類及び石器・

石器剥片が、また、第7層下半では縄文後期初頭の土器類（中津式土器系統）及び石器が出

土し、特に多量の石錘が出土した。第8層上部では、縄文時代前期に属すると考えられる石

歌が出土したが、第8層下半からは、遺物の出土はみられなかった。TR5では、中津式系
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銃の土器類が包含層中から一括出土し、同時期に属するとみられる石錘の出土量がめだった。

遺構は検出されなかったが、土層堆積状態からみて、発掘区北側にあたる国道側の段丘部に

遺構等の形成が推察される。

TR6

TR5の東側、幅1．801几長さ3．601花のトレンチで長沢川の右岸に設定した。基本層序

は、第1層は耕作土で灰色粘質土、第2層灰褐色粘質土、第3層暗灰色砂質土、第4層淡青

灰色粘土である。第2層中から近世陶磁器片が出土したものの、遺構及び遺物包含層は検出

されなかった。

TR7

TR7～10は、長沢川左岸の段丘斜面部に設定した発掘区である。発掘区は、昭和57年の調

査によって集石炉等が検出された四万十川右岸の平担な河岸段丘面の北側に位置している。

TR7は小さな谷地形の北側斜面に設定したもので、幅1．30m長さ2．50mを測る。基

本層序は、表土下5層に区分され、第1層は表土で褐色粘質土、第2層灰褐色粘質土、第3

層暗褐色粘質土、第4層茶灰色粘質土、第5層茶褐色粘質土である。遺構等は検出されなか

った。堆積土は、トレンチ北側に傾斜して堆積し、旧地形は谷側斜面部であるとみられる。

TR8

試掘区は幅1．00m長さ1．30mの小トレンチを設けたが、縄文土器片・石器・石器剥片

が出土したため、本発掘調査を実施したところ、地表下約70～80cm下で集石炉1基が検

出された。本発掘区は、幅2．0m長さ2．57孔を測る。基本層序は、表土下5層に区分され、

第1層は表土で褐色腐植土、第2層茶褐色粘質土、第3層褐色粘質土、第4層淡黄褐色粘質

土、第5層黄褐色粘礫土である。このうち、第4層上部から石器及び石器剥片が出土し、第

5層上面で集石炉が検出された。また、集石炉下の第5層上部からも石器及び石器剥片が出

土したが、第5層下半では遺物は出土しなかった。TR8から遺構が検出されたことにより、

谷地形を隔てた丘陵南側斜面部においても、縄文早期末～前期初頭の遺物包含層・遺構が形

成されていることが確認された。

TR9

TR8の南側に設定した、幅1．10m長さ1．30mのトレンチである。基本層序は表土下

9層に区分され、第1層は表土で茶色腐植土、第2層灰茶色粘質土、第3層黄茶色粘質土、

第4層灰色粘質土、第5層黄茶色粘質土、第6層茶褐色粘質土、第7層灰色粘質土、第8層

灰茶色粘質土、第9層茶褐色粘質土である。遺物等は出土しなかった。

TRlO

調査対象地の東端に設定した幅1．10m長さ1．801孔のトレンチである。基本層序は、表

土下5層に区分され、第1層は表土で褐色腐植土、第2層灰色粘質土、第3層灰茶色粘質土、

第4層灰茶褐色粘質土、第5層茶灰色粘質土である。遺物等は出土しなかった。
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図5　発掘区土層断面図（TR5～10）
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Ⅳ　検　出　遺　構

TR8から集石炉1基が検出されたが、他の発掘区では遺物包含層が確認されたのみで、

遺構検出には至らなかった。

集石炉

TR8の第5層（黄褐色粘礫土）上面で検出された。直径10～15cm大の自然石が、径

80cmx80cmの範囲で不規則に集中していた。集石は長沢川及び四万十川の河床で入手可

能な砂岩及び頁岩で、表面は被熟によって赤色に変化していた。覆土は、第4層淡黄褐色粘

質土で、縄文土器片、石鉄、石器剥片が出土した。また集石下の第5層上部からは、尖頭器

石嫉、石器剥片が出土した。

集石の下部には、径82×83cm・深さ14cmで浅い皿状の窪地が認められ、茶褐色粘質土

が堆積していた。窪地内には集石はみられず、測量後に集石を除去した段階で検出された。

集石は、窪地の上面にみられるが、集石を形成する際に浅く地面を掘りくぼんでいたものと

みられる。集石内の石の総数は、円礫・角礫あわせて68個を数えることができた。

昭和57年の調査では、TR8の南側で約26m離れた場所から集石炉1基が検出されて

いる。TR8検出の集石炉と類似し、直径約70cmの範囲に円礫・角礫あわせて約50個が

環状に積み上げられているもので、石の表面は赤褐色に熟変色していたことが報告されている。

今回の調査で、集石炉が検出されたことからも、長沢川左岸、四万十川右岸の舌状の河岸

段丘上には、集石炉等の遺構が良好に遺存しているものとみられる。なお、TR8検出の集

石炉については、覆土中から出土した石鉄の形態等や集石炉下で尖頭器が出土していること

からも、縄文早期末～前期初頭に位置づけられるものと考えられる。

集石炉検出状態（TR8）
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図6　集石炉検出状態図（TR8）
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Ⅴ　出　土　遺　物

rノ

J　′

縄文土器（図7～11・1～82）

早期（図7・1、2）

口唇部（1）、口縁部（2）片等で、茶褐色を呈し（チョコレート色）、金雲母を多量に含

む。1・2はTR3第7層出土。また、同類とみられる破片がTR5・8から出土している。

1は口唇部端に刻みを施し、内面に横方向の員穀条痕をもつ。無文土器で、型式不明。同様

な土器片が、駄場崎式土器（植物繊維混入土器）と共に出土しており（昭和57年調査時）、

早期末前後する時期に位置づけられよう。

前期（図7・3～7、14・15）

前期初頭の轟B式土器（3～7）、前期末葉の里木I式土器（14・15）が出土した。轟

B式土器は、外面に貼り付けの微隆起突帯をもち、内外面に条痕又はナデ調整が施されてい

る。里木I式土器は、探鉢の口縁部片（14）及び胴部片（15）である。外面は縄文地に

細い貼り付け突帯を付す。灰黒色を呈する。3・7・14・15はTR3第5層から、他は

TR5第7層及び8層上で出土した。

中期（図7・8～13）

中期初頭～前半の船元式土器である。10・13は口縁部片、他は胴部片である。TR5第

7層下・第8層上から出土した。船元I・Ⅱ類に位置づけられよう。

後期（図8～11・18～82）

後期初頭の中津式（18～74）、後期中葉～後半の片柏式（75・76）、広瀬上層式

（78）、伊吹町式（77）が出土した。特に中津式の良好な資料がTR5から多量に出土

した。中津式は、文様構成から磨消縄文（18～42）、沈線文系（29・43～60・6

3）に二分される。磨消縄文は探鉢を主体とし、量的には少ないが浅鉢、注口土器（23）

が含まれる。直線又は曲線による沈線によって区画された幅広の縄文帯をもつ。19・20

は口縁に山形突起をもち、19の外面には赤色顔料の塗付がみられる。30～42の縄文帯

は、員穀腹縁による疑似縄文である。沈線文系は深鉢が主体で、平縁又は波状の口縁を有す

る。43～45は、沈線間に円形の刺突文を施したもの、47は双耳孔をもつ浅鉢である。

48は、小型の鉢で頚部に縦位に粘土紐を貼り付けたもので、細い刺突文が施されている。

磨消縄文・沈線文系ともに、文様構成の変化が認められることから出土土器は同一時期の所

産ではなく、新旧関係のなかでⅡ・Ⅲ類に分類が可能と考えられる。なお、口縁部又は上胴

部下に穿孔を有する土器（21・22・50・65）も出土した。

晩期（図11・79・82）

口縁部下に突帯を有するもので、内外面は二枚貝による調整をもつ。TR5第5層出土。晩

期初頭～前半に位置付けられる。
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石器（図12～14・1～61）

TR3～5、8から出土した。なかでもTR5からの出土量が多い。石鉄・石錐・石匙・

磨製、打製石斧・尖頭器・石錘・石器剥片等が出土している。石器の概略は以下のとおり

である。

石金族（1～27、30～32、37～51）

チャート、貢岩（流紋岩類似も含む）、サヌカイト、姫島産黒曜石を素材とするもので、

チャート及び頁岩を主体とする。出土資料のなかには未製品も含まれ、石器剥片及び石核が

出土していることから、石鉄の製作が行われていたことも考えられる。石鉄の形態には、平

基式、凹基式のほか少量ではあるが有茎鍛（42）がみられる。また、鍬形錬（10・16）

の他、小形石う族（37・38・47）も出土しており、縄文早期末～前期に属する石鉄が出

土している。1～3・5はTR3から、4・6～11はTR4から、37～51はTR8か

ら出土し、その他の石毒族はTR5から出土したものである。また、5・24・25は姫島産

黒曜石、18・19・30・32はサヌカイトを素材とするもので、他はチャート及び頁岩

を素材としている。なお、1はTR3・第5層、2・3は第7層中から、6～9はTR4・

第6層中から、12～14・26・27はTR5第5・6層から、39～51はTR8第4

層中から、37・38・52は第5層上部で出土した。

石錐（28）

チャート製で、全長2．0cm、全幅1．5cm、全厚0．3cm、重量0．9gを測る。TR5第5層

中から出土した。

石匙（29）

黒色のチャートを素材とする。全長2．9cm、全幅4．0cm、厚さ0．6cmを測る。TR5第5

層中から出土した。

石斧（55～57）

55は、頁岩を素材とした磨製石斧で両端を欠損している。重量は208クである。57

・58は貢岩製の打製石斧である。57は全体的に扇平で刃部は片面からの二次加工で造り

出されている。全長11．7cm、全幅5．6cm、全厚1．2cm、重量120クを計る。58は全長

12．0cm、全幅5．1cm、全厚2．1cm、重量174クを計る。55・57・58はTR5第5

層出土。

尖頭器（34・52～54）

34はチャート製の尖頭器で、TR5第8層から出土。全長3．7cm、全幅2．5cm全厚0．7

cmを測る。54は貢岩製で全長6．8、全幅4．9cm、全厚1．5cm、重量44．1gを測り、TR

5第8層から出土。52・53はTR8第5層上で出土。頁岩製で風化しており、灰白色を

呈する。52は全長6．2cm、全幅3．5C7花全厚1．6cmで、53は全長5．9cm、全幅3．6cm、全

厚1．1C7花、重量18クを測る。
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石錘（図1～46）

46点を数える石鉄が出土している。1～4はTR4第6層中から出土し、5～46はT

R5第7層下半で出土した。砂岩、粘板岩、緑色片岩を素材とするが、砂岩の占める割合が

高い。重量としては、21～50クが65％、60～83クが28％、90～115クが6

％で、全体的に21～41クを測る石錘が47％と分量が多い。なお、計測値等は別表のと

おりである。

その他の石器（33・35・36・55・56）

33は、頁岩を映状に加工したもので、幅3．3cm、全厚1．0cm、重量9．8クである。類例

なく、用途不明。研磨されている。TR5第8層出土。35は、削器（スクレイパー）であ

る。側縁に調整を加え刃部としている。貢岩製で、全長5．2C7花、全幅3．3cm、全厚0．6C7花、

重量13．2クを計る。TR5第6層～7層上部出土。36は安山岩製の磨製石器で、磨製石

斧の一部である可能性をもつが、欠損しているため不明。TR5第5層出土。全長4．3cm、

全厚1．2cm、重量19．1クを計る。56は、貢岩の石器剥片で、重量は172ク。TR5第

5層出土。59は敲石で、側縁に打撃痕をもつ。重量645クを計る。60・61は磨石で

あり、重量は60が58ク、61は182クを計る。60は全面に、61は両面に擦痕をも

つ。61はTR5第7層出土。59～61の石質は砂岩である。

図番号

法　　　 量

石　 質 備　 考 図番号

法　　　 量

石　 質 備　 考
最大長 最大 幅 最大厚 重　 量 最大長 最大 幅 最大厚 重　 量

（cm） （cm） （cm） （g） （cl花） （C7花） （cm） （の

1 5．5 3．3 1．4 3 1 砂　 岩 T R4第6層 26 5．7 4．6 1．0 4　5 砂　 岩 T R5第7層

2 6．0 3．9 1．2 4　9 ′′ ′′ 27 6．5 4．2 1．1 4　4 粘板岩 ′′

3 6．3 4．0 1．6 7　0 ′′ 〝 28 6．0 4．1 1．8 6　4 砂　 岩 ′′

4 7．0 4．2 1．2 6　9 緑色片岩 〝 29 5．7 4．0 1．2 3 5 ．2 ′′ ′′

5 3．7 3．2 1．5 3　7 砂　 岩 T R5第7層 30 6．6 4．0 1．0 4 1 粘板 岩 〝
6 4．6 3．6 1．6 3　5 〝 〝 3 1 6．2 3．7 0．9 3　7 砂　 岩 〝

7 4．4 3．4 1．8 2　7 〝 〝 32 5．6 4．5 1．2 5　0 〝 ′′

8 3．6 3．・7 2．1 4　9 〝 ′′ 33 6．3 3．8 0．8 3 1 ′′ ′′

9 2．4 3．3 1．9 3　3 ′′ ′′ 34 6．8 4．1 1．6 7　3 ′′ ′′

10 3．8 3．3 1．1 2　0 ′′ 〝 35 6．9 3．8 1．0 4　0 粘板岩 ′′

11 4．白 3．6 1．2 4　4 ′′ 〝 36 7．0 3．9 0．7 3 1 〝 ′′

12 4．9 3．6 1．5 4 1 ′′ ′′ 37 6．2 4．9 1．4 7 1 砂　 岩 〝

13 4．7 3．3 0．9 2　0 粘板岩 〝 38 5．5 5．0 1．4 6　2 粘板岩 ′′

14 4．4 3．5 1．8 3　7 砂　 岩 ′′ 39 5．2 4．8 1．7 6　0 砂　 岩 ′′

15 5．1 3．3 1．1 3 1 〝 ′′ 40 5．7 6．0 1．6 8　3 〝 ′′

16 5．0 4．0 1．4 3　5 〝 ／′ 4 1 9．3 8．0 1．3 7　6 ′′ 〝

17 4．6 4．3 1．4 4　4 〝 〝 42 6．0 6．8 1．2 7　0 粘板岩 〝

18 4．9 4．6 2．4 7　8 ′′ ′′ 43 6．9 5．5 1．9 9　6 砂　 岩 〝

19 3．8 3．6 1．2 2　4 〝 〝 44 6．4 5．7 1．6 6　3 ′′ 〝

20 6．0 3．6 1．1 3　3 〝 ′′ 45 8．1 6．6 1．2 9 1 粘板 岩 〝

21 4．8 4．2 1．8 5　0 ′′ 〝 46 7．6 6．5 1．5 1 1 5 砂　 岩 ′′

22 4．8 4．4 0．8 2　5 片　 岩 〝

23 4．1 4．3 0．9 2 0．2 砂　 岩 ′′

24 5．5 4．1 1．9 6 1 ′′ ′′

25 5．5 4．8 1．8 7　5 〝 ′′

石　　錘　　計　　測　　表
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図12　出土遺物・石器（石金族・尖頭器等）
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図13　出土遺物・石器（尖頭器・石斧等）
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図14　出土遺物・石器（敲石・磨石）
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図15　出土遺物・石器（石錘）
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図17　出土遺物・石器（石錘）
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Ⅵ　ま　　　と　　　め

1．調査成果

十川新橋橋梁架換工事区域について、試掘調査を行ったところ（TRl～10）、TR3

～5・8から縄文土器及び石器が出土し、これについて本発掘調査を実施した。その結果、

TR8から縄文早期末～前期初頭の集石炉が検出されたのに加えて、TR5から多量の中津

式土器等が、またTR3・5・8から縄文早期末の土器片及び石鉄が、TR3・5から前期

初頭、末、中期初頭～前半の土器が出土した。今回の調査によって、十川駄場崎遺跡は早期～

前期、前期末～中期前半、後期初頭～晩期前半にかけての複合遺跡であることが明らかとな

った。また、長沢川の右岸に中津式土器をもつ後期初頭の集落が存在していたことが確認さ

れた。

2．縄文土器

早期末の無文土器、前期初頭の轟B式、前期末の里木I式、中期初頭～前半の船元式土器、

後期初頭の中津式、中葉～後半の片柏式・広瀬上層式、伊吹町式土器、晩期初頭～前半の土

器が出土した。特に、中津式土器の出土量が多く、県下の後期初頭の土器編年を検討するう

えで基礎的な資料を得ることができた。また、轟B式・里木I式の出土も注目される。なお、

TR3では、第5層中から轟B式・里木I式が出土し、無遺物層である第6層（音地層・鬼

界カルデラの爆発による火山灰堆積層）をはさんで第7層中から早期末の無文土器（図7・

1・2）が出土している。中津式土器は、文様構成上の特徴から、いわゆる窓枠上の区画を

もつ古相を呈する土器、文様帯のくずれた新相の土器がみられることから、数類に分類する

ことが可能であり、出土土器全体（細片を含めて）のなかで再検討を講じる必要がある。

3．石器

早期の尖頭器・石鉄等、早期末～前期初頭の石錬、後期の石斧・石鉄・磨石・敲石・石錘

等が出土した。また多量の石器剥片、チップ等が包含層中から出土している。調査区別では、

TR5から中津式土器に共伴して、石赦・石斧・磨石・敲石・石錘が、TR8からは集石炉

の埋土中から石鉄等が出土している。なかでも、TR5からは46点の石錘が出土し、後期

初頭における活発な淡水漁労が行われていたことを証するものである。

4．集石炉

TR8で検出された集石炉は80cmx80cmの範囲に被熟した自然石が集石するもので、

集石炉下面には浅い凹みがみられる。今回検出された遺構と併せて本遺跡では2基の集石炉

が検出されたことになり、周辺区域にはまだ多くの遺構が残存しているものと推測される。

集石炉が遺存する遺跡としては本遺跡は初例であり、遺構の遺存度などからも貴重な遺跡である。

5．十川駄場崎遺跡と周辺の遺跡について

本遺跡の盛行期は、早期～前期初頭と後期初頭である。早期については、尖頭器の出土等
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から早期中葉以前にさかのぼる可能性が強い。また、多量の石器及び石器剥片等の出土から

みて、本遺跡はベースキャンプとして利用されるとともに、石器製作が行われていたことが

考えられる。村内では、奈呂遺跡・川口新階遺跡などから早期に属するとみられる尖頭器・

石鋏等が採集されている。他遺跡からは、散発的に遺物が採集されるにとどまるが、本遺跡

では早期から前期にかけての継続性がうかがわれる。後期については、奈呂遺跡・小野遺跡

・広瀬遺跡等の所在が知られている。本遺跡下流の広瀬遺跡では、後期では中津式・三里式

・広瀬上層式土器が出土し、広瀬上層式に伴って22点を数える石錘が出土している。本遺

跡では後期初頭から石錘を用いた網漁が行われていたことが判明しており、四万十川におけ

る縄文期の漁労活動を探るうえで意義深い。縄文後期については、四万十川周辺の諸遺跡と

の比較のうえで、集落の変遷と集団の移行の様相が明らかにされるものと考える。
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遺跡遠景（東から）

遺跡遠景（西から）
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P L　2

TRl～4　調査区近景（北東から）

TR3　調査風景（東から）
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PL　3

TR3　完掘状態（北から）

TR3　土層堆積状態（南から）
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P L　4

TR4　完掘状態（北から）

TR4　完掘状態（西から）
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P L　5

TR5　完掘状態（北西から）

TR5　完掘状態（東から）
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P L　6

TR5～6　調査区近景（西から）

TR5　調査風景（西から）
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P L　7

TR7～10　遠景（西から）

TR7～10　遠景（北から）
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P L　8

TR8　調査風景（南東から）

TR8　調査風景（南東から）
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P L　9

TR8　集石炉検出状態（北から）

TR8　集石炉検出状態（北西から）
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（早期～中期）

出土遺物　縄文土器
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出土遺物　縄文土器（後期）
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出土遺物　縄文土器（後期）
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P L13

出土遺物　縄文土器（後期～晩期）
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尖頭器・削器他

出土遺物　石器
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出土遺物　石器
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敵石・石器剥片
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